
３月２７日（水）に各学校等のコーディネーター、学習支援ボランティア参加者、
活動に興味を持ってくださった方を迎え、情報交換会を実施しました。これまでの活
動の振り返りや今後はどのように⾏っていったらよいかなどを情報共有しました。 

 

～地域全体で子どもたちの成長をサポート～ 

3 月27日 学習支援ボランティア情報交換会 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

情報交換会は堅苦しくなく、素直に声を
あげられる雰囲気でよかったと思います。
小美玉市のマンパワーのすごさを感じると
同時に、いろいろな活動団体、地域、年
代、学校等をどう結びつけていくかにかか
ってきますね。 

今後、子どもたちのためにどのように学
習支援が広がっていくか楽しみです。 
 

コミスクを読んでの 
感想やご要望等が 
ありましたらこちらへ 
お願いします！ 

【お問合せ先】 
小美玉市生涯学習課 担当 三澤・髙野・大場 

〒311-3492 小美玉小川４－１１  

TEL 0299-48-1111（内線 2263） FAX 029９-48-1199 

よりそい隊募集中 
一緒に活動してくださるボランティア

の仲間を募集しています。学習支援や

環境整備、交通安全見守りなど活動は

様々です。詳しくは生涯学習課までお問

い合わせください。 

今日の情報交換会、意⾒もたくさんでま
したし、他の方とコミュニケーションがと
れて、次年度に向けて頑張れる気がします。
和気あいあいと良い時間でした。 

今後、若い方の協⼒が必要だと思います。 
また、ボランティアの詳しい内容や日程
等々早目に連絡が欲しいです。 

すべての地区（小川・美野里・玉里）の方が集まりました。 



広がる・つながる“支援の輪” 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

学習支援を通じて知り合っ
た子どもと地域の方が、学
校の外でも挨拶をかわすよ
うになったそうですよ！ 

まさに“顔の見える関係づ

くり”につながっているね！ 

とてもうれしいお話です！ 

答えは、小美玉市のコミュニティ・スクール ホームぺージにあるよ。 

小美玉市生涯学習課 

小川南小６年生の家庭科「ミシン」学習に、ボ
ランティアとして参加しました。そこで一緒にミシ
ンの活動したお子さんと、偶然にお店でお会いし
ました。お子さんの方から「こんにちは」と元気な
あいさつをしてもらいました。学校外で会っても、
あいさつしてくれて、本当にうれしかったです。    

  小川地区 渡辺さん(写真中央) 

羽鳥小６年生の家庭科「ミシン」学習に、ボラ
ンティアとして参加しました。その日の放課後、
娘と公園で遊んでいると、６年生が「今日、家庭
科の時に来てくれていましたよね。」と声をかけ
てくれました。その子は他のグループで関わるこ
とができなかったのに、このように声をかけてく
れたことがうれしかったです。 

羽鳥小 保護者 宇津野さん(写真左) 

 

第３号 

～顔の見える関係づくり～ 

お み た ま ク イ ズ 

問１ 現在、茨城空港の国内線で、運航
うんこう

している空港は？ 
 

Ａ 仙台空港   Ｂ 大阪空港   Ｃ 那覇
な は

空港 ２次元コード 

玉里学園で、小学生に読み聞かせを行いまし
た。さらに、卒業する前の９年生にも聞いていた
だきました。 

読み聞かせ後、子どもたちとすれ違うと、「読
み聞かせの方だ。」や「また読み聞かせに来てく
ださいね。」と笑顔で手を振ってくれます。子ども
たちから、声をかけてくれることが本当にうれしい
です。  玉里地区 小玉さん(写真中央) 

令和６年４月１８日（木） 



初 コーディネーター２４名委嘱 
 

 

  

 

 

２月１４日（水）小川総合支所にて、学校と地域をつなぐコーディネーター（２４名）の委

嘱状交付式及び交流会を行いました。 

委嘱状交付式では、各学校の学校運営協議会に３

名程度のコーディネーターを委嘱しました。交流会

では「子どもたちにどんな体験をさせたいか？」をテ

ーマに活発な意見交換を行い、他の学校のコーディ

ネーターとの交流を深めることができました。 

今後、コーディネーターが学校と地域の連絡調

整、情報の共有、地域住民への呼びかけなどを行

い、地域全体で子どもたちをサポートする地域を目指します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学 校 と 地 域 を つ な ぐ 

 

イベント企画 

・学校を使った鬼ごっこ 

（逃走中のようなもの） 

・大人と本気で遊ぶ 

・共同制作 

・展示会や音楽会 等 

子どもの主体性を伸ばす 

・子どもが中心の夏祭り 

・子どもの「やりたい」を尊重する 等 

地域資源の活用 

・大人と子どもで考える地域 

づくり会議 

・地域めぐり ・３世代交流  

・朝市 ・霞ヶ浦の美化活動 

・蛍のいる環境つくり 等 

 

防犯・防災学習 

・地域での防災訓練 

・親子交通安全教室 

・3.11 を知る 等 

 

子どもたちにどんな体験をさせたいか 

子どもたちの“楽しい活動”に向けて、地域を超えた「横のつながり」へ 

環境整備 

・学校を中心とした地域 

全体の大掃除 

・奉仕作業 ・校内清掃 

・学校周辺の美化 等 

 

様々な体験活動 

・外国人との交流 

・スポーツ大会 

・収穫祭 ・昔遊び 

・おやつ作り 

・農業や酪農体験 等 

 



子どもたちの成長をサポート 
地 域 全 体 で 

コーディネーターへインタビュー 
※コーディネーター…学校と地域との橋渡し役 

 

 

 

 

 

 

 
 
  
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  納場小 藤岡さん 

Q１ 子どもの頃、一番の思い出は何ですか？ 

    小１の時に家が建ち、大曲地区に引っ越しまし

た。バス通学でびっくりしました。 

Q２ 私の好きなこと・得意なことは、何ですか？ 

   食べること、寝ること、子どもが大好きです。 

  髪セットが得意です。（美容師です。） 

Q3 わが学校・地域の自慢は何ですか？ 

   納場小は制服があります。白鳥が飛来する池花

池・遠州池があり、店が多く買い物しやすいです。 

 

本市のコーディネーターはどん

な人がなっているのですか？ 

・保護者 ・元校長先生 

・元学校事務職員 

・地区コミュニティ会長 

・PTA 会長・役員経験者  

・読み聞かせ団体の代表 など 

男性１０名 女性１４名 計２４名 

（うち保護者 12 名で構成） 

                  玉里学園 菊地さん 
Q１ 子どもの頃、一番の思い出は何ですか？ 
 小４～高３までバスケットに打ち込み、インターハ
イ出場へ。筑波大のトレーニングも経験しました！ 
Q２ 私の好きなこと・得意なことは、何ですか？ 
 ショッピングです。東京の街並みを見て、毎度変わ
る流行を察知しに行く事がストレス発散です。 
Q3 わが学校・地域の自慢は何ですか？ 

玉里学園は校則見直しが毎年あり、すばらしいで

す。今後、PTA 活動も３つの元小学校が連携していき

たいです。 

                   堅倉小 郡司さん 

Q１ 子どもの頃、一番の思い出は何ですか？ 

 小学生で弓道を習い始めて初めて的にあたった時

です。あたった時の音が忘れられません。 

Q２ 私の好きなこと・得意なことは、何ですか？ 

 子どもと一緒に何でもやることです。バドミントン

を始めたり、楽器を吹いたりしています。 

Q3 わが学校・地域の自慢は何ですか？ 

小学生の先生をはじめ、地域の方が助けてくれま

す。広報誌への協力をいただき、感謝です。 

                小川北義務 山本さん 

Q１ 子どもの頃、一番の思い出は何ですか？ 

毎年、夏休みに行われた球技大会です。世楽地

区がすべての種目で優勝した年もありました。 

Q２ 私の好きなこと・得意なことは、何ですか？ 

 ゴルフと船釣りです。真鯛狙いで、釣った魚はさ

ばいて食べます。機械いじりも好きです。 

Q3 わが学校・地域の自慢は何ですか？ 

 上吉影小閉校後、小中一貫の小川北義務はすば

らしい学び舎です。のんびりと子育てに最適です。 

                                  竹原小 松村さん 

子どもが学校生活をスタートさせた事をきっかけに、現在、学校・保護者・地域間の関わりが希薄

化している事を知りました。コーディネーターの活動を通して、この３つが連携することで安心・安全

な地域がつくられ、学校での教育だけでなく、様々な「ヒト・モノ・コト」に触れた子どもたちには高い

人間性や社会性が身に付き、豊かな心が育まれると感じました。私自身も、沢山の方と関わる事で知

見も深まり、とても楽しく活動させてもらっています。これからも新たに加わったコーディネーターの

方々や学校関係者の皆さん・地域住民の皆さんと共に、子どもたちの成長に寄り添いたいと思いま

す。また、この関わりが「より良い学校づくり・地域づくり」につながると嬉しいです。 
 


